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地 域 と 医 療 で 咲 く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

兵庫県立尼崎総合医療センター だより　

あまが　
Amagasaki General Medical Center （AGMC）

［診療科紹介］

●病院敷地内及び敷地の周囲での禁煙の徹底について　●ご寄附のお願い
●ぶらり～っと病院探訪　●面会禁止のお願い

小児救急集中治療科
小児血液・腫瘍内科

患者相談窓口のご案内●［AGMCニュース］
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小児救命救急センターには、小児科・小児救急集中治療科医師が常時待機し、疾患の内容を問わずあらゆる小児救急患者に対
応しています。また、8床の小児集中治療室（PICU）を有し、どのような重症患者にも対応可能です。
さらに小児ドクターカーを用いた病院前診療も担当しており、小児重症患者に対して救急現場から集中治療までをシームレス
に（継ぎ目なく）提供していることが当院の小児救命救急診療の大きな特徴です。

救急現場から集中治療まで
シームレスに小児救命救急医療
を提供します

提供する活動内容

小児救急集中治療科（集合写真）

患者さんや地域医療機関への
メッセージ

早期介入による予後の改善を目指し
ています。地域の皆様におかれまして
は、小児ドクターカー活動にご理解、
ご協力のほどお願い申し上げます。

構成メンバー

■小児救急集中治療科医師6名
　小児科、院内他科、他院からのローテート研修医師3～4名

小児救急
集中治療科

菅　健敬
小児救急集中治療科 科長

●日本小児科学会専門医・指導医
●日本救急医学会専門医
●日本集中治療医学会専門医
●麻酔科標榜医
●日本DMAT隊員・統括DMAT

左から：中邨医師、花田医師、菅医師、山上医師、楠本医師、河内医師

全国に先駆けて小児専門のドクターカーシステムを運
用しています。運用開始以来、1500件を超える要請に
対応してきました。

●小児ドクターカー

全国にまだ17施設しかない小児救命救急センターの指
定を受けています。

●小児救命救急センター

年間300例以上の症例を受け入れています。あらゆる
重症患者に対応が可能です。

●PICU（小児集中治療室）



小児血液
・

腫瘍内科

当科はJCCG（小児がん研究グループ：Japan Children’s Cancer Group）、JACLS（小児白血病研究会：Japan Association 
of Childhood Leukemia Study）に所属して、白血病をはじめ種々の悪性疾患に対して各疾患委員会の推奨する最新の治療方法
を採用し、日本の小児血液腫瘍治療の最前線の施設と言えます。

多職種がチームワークよく
連携して迅速に治療を行います！

提供する活動内容

患者さんや地域医療機関への
メッセージ

いつも多数の患者さんをご紹介いただ
き、大変感謝しております。兵庫県東部
の小児血液腫瘍の患者さんの治療に
全力を尽くして参ります。今後ともご指
導ご鞭撻よろしくお願い申し上げます。

■小児血液・腫瘍内科  科長・部長  宇佐美郁哉
　小児血液・腫瘍内科  部長  小林健一郎
　小児血液・腫瘍内科  医長  濱端隆行
　後期研修医  常に2～3人

構成メンバー

白血病、リンパ腫など化学療法を必要とする疾患をはじめ、神
経芽腫、肝芽腫、脳腫瘍など、化学療法以外に小児外科や小
児脳神経外科との連携を要する悪性腫瘍全般の診療を行っ
ています。再生不良性貧血や血友病などにも対応しています。
院内学級が併設されているため、長期の入院であっても安心
して治療を受けることができます。24時間365日、小児科医
が常駐していますので、夜間や休日にも対応が可能です。また
重症で呼吸循環管理が必要な場合には、小児救急集中治療
科の医師とともに診療を行っています。小児血液・腫瘍内科、
小児外科、小児脳神経外科、小児救急集中治療科間のスムー
スな連携が、他院にはない特色であると自負しています。

宇佐美 郁哉小児血液・腫瘍内科 科長

●日本小児科学会 専門医・指導医　●日本血液学会認定 血液専門医・指導医
●日本がん治療認定医機構 暫定教育医
●日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
●日本造血細胞移植学会 造血細胞移植認定医
●日本血栓止血学会 認定医　●日本小児血液・がん学会評議員
●京都大学医学博士　●小児白血病研究会（JACLS）運営委員
●日本小児白血病リンパ腫研究グループ（JPLSG）代議員
●兵庫さい帯血バンク 臨床評価委員会委員

◀後列左から：濱端医師、吉田医師、小林医師
　前列左から：濵本医師、宇佐美医師、前田（未）医師

後列左から：芝保育士、澤田保育士、小野山院内学級教諭
前列左から：上垣子ども療育支援士（CLS）、熊谷病棟師長

左から：澤木音楽療法士、宇佐美医師、中西音楽療法士

左から：永井薬剤師、花原薬剤師

髄腔内
注射処置



AGMC
ニュース

患者相談窓口のご案内患者相談窓口のご案内
Counseling and Support Office

「患者相談窓口」ってご存じですか？
病院の正面玄関入ってすぐ左の地域医療連携センターの中に『患者相談窓口』が
あります。患者相談窓口では、患者さんや家族の方の色々な相談や不安、ご意見な
どをお聞きしています。看護師・医療ソーシャルワーカーが対応し、必要に応じて
関係機関と連絡を取りますので、お気軽にご利用ください。もちろん入院患者さん
のご利用も可能です！相談したことが、患者さんの不利益とならないよう配慮して
いますので、安心してご相談ください。

相 談 例

◆通院中の母が車椅子が必要になっている

◆介護保険について知りたい

◆治療費がかかる  ◆活用できる福祉制度を知りたい

◆入院を勧められたが身寄りがなくて不安である



ぶらり～っと 病 院 探 訪

臨床工学室臨床工学室
尼 崎総合医療センターの縁の下の力持ち、

臨床工学室についてご紹介します。この部

屋はあまり患者様の目に触れない3階の手術室と集中治療室の間に位置し、院内の医療

機器、例えば人工呼吸器の保守・点検や広く病棟などで使用されている輸液ポンプ・シリ

ンジポンプの貸し出しや定期的な点検、部品交換などを行っています。移動させること

が難しいAEDや除細動器は外来や病棟、集中治療室に定期的なラウンドを行い、いざと

いうときに問題なく使用できるよう備えています。医療技術がどんどん進歩するなか、臨

床工学室は医療機器を安全かつ効果的に使用できるよう日々努めてまいります。

縁の下の力持ち

使い終わった
医療機器は
清掃、点検後に
貸し出されます

精度を保つために
調整を怠りません

専門の
研修を受けて
オーバーホールを
行っています

人工呼吸器が
安全に使用
されているか
点検しています

人工呼吸器、
呼吸補助具の組み立て、
点検も臨床工学室で

行われます
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●病院から来院をお願いする場合や着替え等の荷物の受け渡しをする場合等を除き、面会はお断りしています。
●なお、上記の場合でも発熱、咳や鼻水などの症状がある場合は、面会をお断りしています。
●ご用の際は、病棟入り口に設置しているインターフォンで対応いたします。
●入室は、面会者カードを携帯されているご家族1名のみとさせていただきます。
●面会の際は、手指消毒とマスク着用をお願いします。なお、病院からマスクの提供はできませんので、ご自身で準備願います。
●短時間での面会をお願いします。

　このたび、県の受動喫煙の防止等に関する条例が改正され、令和元年7月1日より一部施行されました。当院に
おいては、これまでより敷地内禁煙の遵守に取組んできましたが、禁煙の範囲を、敷地内に限らず、敷地の周囲
にも拡大しております。また、紙巻式タバコ、加熱式タバコに加え、電子タバコについても禁煙の対象としており、
ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

お知らせ掲示板

　当院では新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策に伴い、面会禁止とさせて頂くため、
4月27日（月）から、当面の間、家族（面会者）用セキュリティーカードの使用を停止しております。
ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

　当院は、地域の皆様とともに、より地域に開かれた病院づくりを進めていくため、寄附を
受け入れておりますので、皆様のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ご寄附の趣旨に沿って、当院の運営のための機器購入や臨床研究、スタッフ育成など、幅広く
活用させていただきます。

ご寄附のお願いご寄附のお願い

面会禁止のお願い面会禁止のお願い
ご面会される方へ

兵庫県立尼崎総合医療センター  総務部総務課
〒660-8550 尼崎市東難波町2-17-77
TEL.06-6480-7000（代表）

●寄附のお申し込み・
　お問合せ先

病院敷地内及び敷地の周囲

での禁煙の徹底について

病院敷地内及び敷地の周囲

での禁煙の徹底について

●寄附の使途

編 集 後 記 　緊急事態宣言が解除されてから1ヶ月ほど経ちました。まだまだ油
断はできませんが、日常生活は戻りつつあります。以前、「病院の人は

大変ね、頑張って。」とお言葉を頂きすごく温かい気持ちになりました。まだ自粛や制限でストレス
の溜まる日々ですが、相手を思いやる気持ちを大切にしたいと思います。皆さん引き続き、コロナ
ウイルスと熱中症に気をつけてお過ごし下さい。 　　　　　　　　　　　　　　　　　  （C.T.）

なお、以下の点にご留意いただくよう重ねてお願いいたします


